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▲ 建設中の新庁舎（上・H19.3.19撮影）、旧庁舎の議場で最後の会議を開催（下・H19.3.16撮影）�

　
平
成
一
九
年
第
一
回
定
例

会
が
、
二
月
二
〇
日
か
ら
三

月
一
六
日
ま
で
の
二
五
日
間

の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

  

今
回
は
、
一
七
人
の
議
員

に
よ
る
一
般
質
問
の
後
、
条

例
、
予
算
、
組
合
規
約
の
変

更
、
不
動
産
の
譲
与
等
三
五

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。�

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
年
度
当
初
に
当

た
り
市
長
か
ら
施
政
方
針
演

説
が
さ
れ
、
続
い
て
教
育
委

員
長
か
ら
教
育
委
員
会
の
基

本
的
な
考
え
方
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
六
人
の
議
員
か

ら
執
行
機
関
に
対
し
て
、
市

の
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
の

事
務
の
執
行
状
況
や
、
市
の

現
状
に
お
け
る
問
題
点
、
将

来
に
向
か
っ
て
の
方
針
等
に

つ
い
て
質
問
し
、
疑
問
を
た

だ
す
一
般
質
問
が
活
発
に
行

わ
れ
、
一
日
目
を
終
了
し
ま

し
た
。

▼
二
日
目
（
二
一
日
）
は
、

一
日
目
に
引
き
続
き
七
人
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、

二
日
目
を
終
わ
り
ま
し
た
。

▼
三
日
目
（
二
二
日
）
は
、

二
日
目
に
引
き
続
き
、
残
り

の
四
人
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
、
三
日
目
を
終
わ
り

ま
し
た
。

▼
四
日
目
（
二
六
日
）
は
、

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
三
一

議
案
の
う
ち
、
東
京
都
市
町

村
職
員
退
職
手
当
組
合
他
四

組
合
の
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
の
議
案
を
可
決
。
ま
た
、

条
例
改
正
、
補
正
予
算
、
平

成
一
九
年
度
各
会
計
予
算
、

不
動
産
の
譲
与
に
つ
い
て
の

二
六
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
の
委

員
会
に
付
託
し
て
四
日
目
を

終
わ
り
ま
し
た
。

▼
五
日
目
（
三
月
一
六
日
）

は
、
今
定
例
会
の
最
終
日
で
、

四
日
目
に
各
委
員
会
に
付
託

さ
れ
て
結
論
付
け
ら
れ
た
議

案
等
二
六
件
を
可
決
等
し
、

ま
た
、
新
た
に
市
長
か
ら
一

件
と
議
員
か
ら
三
件
議
案
が

提
出
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案

を
可
決
し
て
第
一
回
定
例
会

を
閉
会
し
ま
し
た
。
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拝
島
駅
自
由
通
路
整
備
等

の
課
題
に
適
切
に
対
応
し
、

職
員
の
削
減
等
行
革
を
進
め

財
源
を
確
保
し
た
予
算
で
あ

る
。
市
税
等
の
未
納
問
題
に

も
取
り
組
み
、
市
民
と
行
政

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
を
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

□
賛
成

　
「
健
康
ふ
っ
さ
21
」
が
具

体
化
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
市

民
目
線
で
は
改
善
の
余
地
は

多
々
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
財

源
で
福
祉
、
教
育
、
高
齢
者

対
策
、
子
育
て
支
援
等
々
が

織
り
込
ま
れ
、
全
体
と
し
て

合
格
点
の
予
算
に
賛
成
す
る
。

□
賛
成

　
毎
年
伸
び
る
生
活
保
護
扶

助
費
に
長
期
的
施
策
が
求
め

ら
れ
る
が
、
ふ
っ
さ
っ
子
広

場
の
新
規
施
策
な
ど
は
地
域

の
教
育
力
を
高
め
、
抜
本
的

改
革
に
つ
な
が
る
。
よ
り
よ

い
福
生
へ
分
水
嶺
の
年
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
賛
成
す
る
。

■
反
対

　
二
二
五
億
円
も
の
予
算
に

は
あ
る
程
度
の
市
民
要
望
も

反
映
し
て
い
る
と
は
言
え
、

臨
時
財
政
対
策
債
や
積
立
金

の
一
部
を
活
用
せ
ず
、
独
自

の
福
祉
施
策
等
市
民
が
望
む

施
策
に
足
を
踏
み
出
そ
う
と

し
な
い
予
算
に
反
対
す
る
。

平
成
一
九
年
度
福
生
市
国
民

健
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保
険
特
別
会
計
予
算�

□
賛
成�

　
団
塊
世
代
の
退
職
や
高
齢

化
で
財
政
環
境
は
厳
し
い
が
、

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
健

康
増
進
事
業
等
に
積
極
的
に

取
り
組
む
姿
勢
に
賛
成
す
る
。

さ
ら
に
収
納
努
力
を
図
り
、

国
や
都
へ
の
補
助
金
見
直
し

の
働
き
か
け
を
要
望
す
る
。

■
反
対

　
連
続
し
た
国
保
税
医
療
分

値
上
げ
中
止
は
当
然
で
あ
り
、

繰
入
金
増
も
評
価
す
る
が
、

介
護
分
の
値
上
げ
は
矛
盾
す

る
。
介
護
・
医
療
分
の
値
上

げ
を
見
送
り
、
収
納
率
向
上

強
化
が
勇
み
足
と
な
ら
ぬ
よ

う
申
し
述
べ
、
反
対
す
る
。

討
　
論�

▼
一
日
目
（
二
月
二
〇
日
）

は
、
市
長
の
施
政
方
針
演
説

等
や
一
般
質
問
通
告
者
の
数

と
一
五
時
間
三
五
分
の
通
告

時
間
及
び
議
案
を
付
託
さ
れ

る
委
員
会
等
の
開
催
日
数
を

勘
案
し
て
会
期
を
二
五
日
間


